
 

 

＜報道発表資料＞ 

令 和 7 年 6 月 1 7 日 

京都市文化市民局文化市民部 

消 費 生 活 総 合 セ ン タ ー 

 

令和 7年度「エシカル消費のタネ」消費者標語大募集 

  

 京都市では、家庭や学校等において、子どもたちが自ら消費者として考え、行動する機

会を提供する消費者教育の一環として、消費者標語を募集する「エシカル消費のタネ」事

業を実施します。 

 

【概要】 

● 募集期間 令和 7年 7月 1日（火）～9月 19日（金） 

 

● 対象   京都市内に在住又は通学・通勤の小・中学生と一般の方 

 

● 募集テーマ 

 ①サステナブルファッション 

 ②地球温暖化を防ごう 

 

● 募集点数 

 作品は 1テーマにつき 1人 1点まで（※2テーマ応募も可） 

 

● 応募方法 

 募集チラシに記載の二次元コード（消費生活総合センターのホームページ）、又はチラ

シ裏面の応募用紙に記入の上、郵送又は FAXしてください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【記載項目】 

選択したテーマ番号、標語、コメント、氏名（ふりがな）、学校名、学年、郵便番号、 

住所、連絡先（電話番号又はメールアドレス） 

※小中学校を通しての応募の場合は、郵便番号以下不用 



 

 

● その他 

 (1) 文字数は五・七・五の 17文字を基本としますが、覚えやすく、声に出して読みや 

すい作品であれば、文字数は問いません。 

 (2) 作品についてのコメントを必ず記入してください。 

 

● 表彰 

 (1) 京都市長賞 

   小学生・中学生・一般 各 1点程度（副賞 ５，０００円分の図書カード） 

 (2) 優秀賞 

   小学生・中学生・一般 各 1点程度（副賞 ３，０００円分の図書カード） 

 (3) 奨励賞 

   相当数             （副賞 １，０００円分の図書カード） 

 

 ※ 入賞者には選考終了後に通知し、表彰状と副賞を送付する予定です。 

   入賞者の標語をまとめた作品集も発行します。また、消費生活総合センター発行の 

広報誌やホームページ等にも掲載します。（小中学生は名前・学校名・学年を、一般 

の方は名前を掲載します。） 

 

● 応募先及び問合せ先 

  消費生活総合センター エシカル消費のタネ・消費者標語担当 

  〒６０４－８５８８ 

  京都市中京区西堀川通御池下る西三坊堀河町５２１ 中京区総合庁舎 3階 

  TEL ０７５－３６６－２２５０  FAX ０７５－３６６－２２５９ 

 

● 主催 

  京都市、京都生協 

 

（参考） 

〇 「『エシカル消費』普及促進に係る連携に関する協定」について 

  京都市及び京都生活協同組合が、それぞれの立場からエシカル消費の普及を推進する  

 取組について連携・協力し、持続可能な循環型社会の実現や生物多様性の保全等を含

む、「消費者市民社会」の実現を目指すことを目的として、協定を締結しています 

 

 

 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

〇 協定に基づく連携事業について 

令和 4年度 

 第 1弾 「お買い物×SDGs マイバッグを持参してプラごみ削減を目指そう！ イラ 

スト＆キャッチコピー大募集」の実施（令和 5年 1月 23日～同年 2月 19日） 

 第 2弾 コープさがの店にて、「エシカルなお買い物」応援イベント「エシカルな商品 

を探せ！」を開催（令和 5年 2月 18日） 

 

令和 5年度 

 第 1弾 コープ山科新十条店にて、「エシカルなお買い物」応援イベント「エシカルな 

商品を探せ！」、「親子で楽しく学ぶ『エシカル、SDGs』学習会」を開催 

（令和 5年 2月 18 日） 

 第 2弾 コープらくさい店にて、「エシカルなお買い物」応援イベント「エシカルな商 

品を探せ！」を開催（令和５年 11 月 11日） 

 第 3弾 コープ二条駅にて、「エシカルなお買い物」応援イベント「エシカルデー＠コ 

ープ二条駅」を開催（令和 6年 2月 17 日） 

 

令和 6年度 

 第 1弾 コープ二条駅にて、「エシカルなお買い物」応援イベントを開催 

（令和 6年 5月 3日） 

 第 2弾 コープ醍醐石田にて、「エシカルなお買い物」応援イベントを開催 

    （令和 7年 2月 15 日） 

 

＜連携事項＞ 

① エシカル消費の理念等の市民への浸透に関すること 

② 消費者市民社会の実現に向けた消費者教育の推進 

③ モノの生産に必要な最小限の資源が循環利用される暮らしや事業活動等、持続可能 

な循環型社会の実現に向けた取組の推進 

④ 生物多様性の保全に向けた支援 

⑤ その他の SDGs（持続可能な開発目標）の達成に寄与する取組として、両者が合意 

した事項 


